
様式２

1 基本情報

・ 牧場の維持管理に関すること
・ 牧場の使用の承認に関すること
・ 乳用牛及び肉用牛の飼養管理に関すること
・ 利用者への便宜の供与に関すること
・ 利用の促進に関すること

2 利用状況を把握するための指標 3 令和５年度の収支状況 （単位：千円）

※指定管理者が同一のため、岐阜県東濃牧場分と合算計上

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

令和５年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 農政部　畜産振興課

評価対象期間 R5.4.1 ～　R6.3.31

指 定 管 理 者

名     称 一般社団法人　岐阜県農畜産公社

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市薮田南５－１４－１２

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県飛騨牧場

所 在 地 高山市清見町楢谷１１６－４

R3.4.1 ～ R8.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：頭）

収  入  計 561,862

利 用 料 金（利用料金なしの施設） 0
Ｒ３ 8,305

指定管理料 19,538
Ｒ４ 8,489

そ   の   他 542,324
Ｒ５ 7,893

支  出  計 540,032

人   件   費 117,643

施設管理費 391,983

そ   の   他 30,406

差   　　　　　　  引 21,830

納　　 　付 　　　金 1,823

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・放牧預託希望が増加したのはなぜか。放牧地の受
入れ頭数は有限のため、継続して利用してきた農家
が優先される対応を続けてほしい。

・新規要望があったため増加した。受入れにあたっては、今
まで預託していた農家を優先している。

・受精卵生産の際、精液の選定はどのように行ってい
るか。

・農家が必要とするような（売りやすい）血統の精液を牧場側
で選定している。
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様式２

5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.4 ・利用者からの要望、意見等について、引き続き適切に対応してもらいた
い。

設置目的の充足状況 4.3
・放牧頭数が平均約8,000頭で利用されている。放牧預託希望について
は、利用希望が増えた場合、受け入れていただきたい。
・ＰＲに力を入れ、受精卵を高く売ることができるように工夫してほしい。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.4 ・適切に運営されている。

経営状況 3.9
・飼料価格の高騰という外的要因により収支が実質赤字となったことに
ついて、短期的には国産飼料の増産・利用比率を高めるなど、指定管理
者においても改善に努められたい。中長期的には、業務内容及び預託
形式の見直しに着手されたい。

派生的効果 4.3 ・本県の肉用牛振興を支え、飛騨牛のイメージアップに貢献している。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S
・放牧預託牛は適正に管理されており、利用者から、施設職員の対応、施設の管理運営及び存在
意義について、高く評価されている。
・牧場の経営状況に影響を及ぼしている輸入飼料価格の高騰については、指定管理者が対処しき
れる問題ではないものの、自給飼料率向上などの対応は必要。


